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株主の皆様におかれましては、平素より格別のご支援を賜り、厚く御礼
申し上げます。第103期（2018年3月期）の経営成績がまとまりましたので、
ここにご報告申し上げます。今後も引き続きご支援を賜りますよう、
心よりお願い申し上げます。

代表取締役社長

増収増益で過去最高実績となりました。

株 主 の 皆 様 へ

　2018年3月期の日本経済は、企業収益、個人消費と
も回復基調を維持しました。世界経済も各国の金融・
貿易政策による為替や市況変動リスクはあったもの
の、全体としては緩やかな回復基調を維持しました。
　このような状況の下、機能素材、加工材料、電子、

自動車・エネルギー、生活関連の各セグメントとも増収
増益を達成しました。その結果、売上高は、7,839億
3千万円（前期比8.5%増）となりました。
　利益面では、増収による増益に加え、数理計算上の
差異の償却に伴う退職給付費用が減少したことなど
により、営業利益が241億1千万円（同60.5%増）、
経常利益は259億8千万円（同58.8%増）、親会社株主
に帰属する当期純利益は171億7千万円（同66.2%
増）と、いずれも過去最高を更新しました。

当期の振り返りをお聞かせください。Q
売上、各利益とも過去最高を更新しました。A

売上高 （億円）

19/318/3
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営業利益 （億円） 
●営業利益率（%）
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親会社株主に帰属する当期純利益 （億円）
●1株当たり当期純利益（円）
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■ 普通配当（円）　● 配当性向（左軸）　● DOE（右軸）
■ 特別配当（円）

02

2020」の折り返しとなる３年目を迎えます。
　P.5にご紹介している具体的取り組みの一例をはじ
め、グループ社員全員が、主体性・責任感を持って

「ACE-2020」の各施策に取り組んでいます。成果は
徐々に顕在化しており、目標達成は現実味を帯びてき
ていると感じています。引き続き、緩まず、ぶれること
なく推進してまいります。

　2018年3月期の期末配当に関しましては、普通配
当18円に特別配当５円を加え、１株当たり23円、年間
配当は１株当たり40円とさせていただきました。
　2019年3月期の配当につきましては、今期の普通
配当に比べ２円増配の１株当たり37円（中間18円、期
末19円）を予定しております。
　株主の皆様におかれましては、当社グループの将
来性にご期待いただき、今後とも長きにわたりご支援
を賜りますようお願い申し上げます。

　当社は、2021年3月期（2020年度）までの中期経営
計画「ACE-2020」を策定し、「収益構造の変革」と「企業
風土の変革」に取り組んでいます。引き続きACE-
2020を推進し、企業価値向上に努めてまいります。
　2019年3月期の業績につきましては、売上高
8,280億円（前期比5.6%増）、営業利益255億円（同
5.7%増）、経常利益275億円（同5.8%増）、親会社株
主に帰属する当期純利益186億円（同8.3%増）とな
る見通しです。

　2019年3月期は、５ヶ年の中期経営計画「ACE-

2019年3月期の見通しはいかがですか？Q
引き続き中期経営計画「ACE-2020」の施策
を確実に実行し、増収増益を目指します。A

株主の皆様へメッセージをお願いします。

足元の結果に満足せず、「ACE-2020」の達成
に向けて邁進してまいります。

Q

A

利益配分に関する基本方針

　当社は、収益力の向上と企業体質の一層の充実強化を
図り、連結業績連動を基礎とした、株主の皆様への安定
配当を継続して行うことを基本方針としております。
　また、内部留保した資金の使途につきましては、今後
の事業拡大ならびに経営基盤の強化に有効活用していく
考えであります。
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売 上 高

営業利益

決 算 ハイライト
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17/3 19/3
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1,293 1,235

18/3

1,277

17/3 19/3

2,628 2,890

18/3

2,426

17/3 19/3
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849
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自動車生産台数の堅調な推移により
塗料原料・ウレタン原料が好調、電子
業界向けフッ素ケミカル・エレクトロニ
クスケミカル・加工油剤原料なども好
調に推移し、国内外ともに増収。

■	機能素材
■	加工材料
■	電子
■	自動車・エネルギー
■	生活関連

国内、グレーターチャイナおよびア
セアンにおいて樹脂ビジネスが好調
に推移し、国内外ともに増収。

スマートフォン向け加工部材は低調で
あったものの、フォトリソ材料や装置
関連、変性エポキシ樹脂関連など、
国内外の製造子会社が堅調に推移し
たことにより、全体として増収。

顔料・添加剤や情報印刷関連材料、
工業用・包装材料用およびＯＡ・
ゲーム機器業界向けへの合成樹脂な
どの販売が好調に推移し、国内外と
もに増収。

食品素材分野は、 国内は横ばい、
海外は欧州を中心に増収。スキンケ
ア・トイレタリー分野は、国内での
主要顧客に対する売上は増加し、全
体として増収。

当期の状況

当期の状況当期の状況

当期の状況

当期の状況

売上高	 1,760億円

営業利益	 51億円

売上高	 1,297億円

営業利益	 24億円
売上高	 1,293億円

営業利益	 89億円

売上高	 2,628億円

営業利益	 67億円

売上高	 853億円

営業利益	 42億円

機能素材

自動車・エネルギー電子

加工材料

生活関連

売上高 （億円）

売上高 （億円）売上高 （億円）

売上高 （億円）

売上高 （億円）

■通期
□予想

■通期
□予想

■通期
□予想

■通期
□予想

■通期
□予想

セグメント別売上高構成比
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17/316/3

3,6933,630

18/3

3,954

○ 日本

売上高構成比
日本 海外

50.4
％

49.6
％

地域別売上高構成比 （億円）

連結財務諸表サマリー （百万円）

16/3

139

17/3

119

18/3

141

○ 欧州

17/316/3

156161

18/3

199
○ その他

17/315/3 16/3

1,019
1,224 1,098

18/3

1,103
○ アセアン

17/315/3 16/3

1,9372,035 2,071

18/3

2,074

○ グレーターチャイナ

17/316/3

295320

18/3

365
○ 米州

売上高
722,384 売上

総利益
91,503

営業
利益

15,030

経常
利益

16,361

税金等
調整前

当期純利益
16,100

親会社株主に
帰属する

当期純利益
10,331

売上高
783,933

売上総利益
102,675

営業利益
24,118

経常利益
25,982 税金等調整前

当期純利益
24,049 親会社株主に帰属する

当期純利益
17,175

売上原価
681,258 販売費及び

一般管理費
78,557 非支配株主

に帰属する
当期純利益

417 ⬇

法人税等
6,457 ⬇

営業外費用
1,672 ⬇

営業外収益
3,536 ⬆

特別損失
2,594 ⬇

特別利益
661 ⬆

2017年3月期 2018年3月期

営業活動
キャッシュ・フロー

投資活動
キャッシュ・フロー 財務活動

キャッシュ・フロー
現金及び
現金同等物
に係る
換算差額

△14,44221,013

期首残高
39,730

期末残高
42,857

△3,161
△175

連結除外に
伴う現金及び
現金同等物
の減少額

△111
非連結子会社
との合併に伴う
現金及び
現金同等物
の増加額

4

2018年3月期2017年3月期

流動資産
321,215

固定資産
209,559

純資産
295,198

固定負債
69,082

流動負債
166,494

2018年3月期

流動資産
356,109

固定資産
215,335

純資産
308,804

固定負債
69,600

流動負債
193,040

資産・負債・純資産の状況 キャッシュ・フローの状況

損益の状況
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トピックス

　当社は、株式会社Kyulux（以下「Kyulux」）に5億円出資し、Kyuluxが第三者割当増資に
より発行した株式を取得しました。
　Kyuluxは、有機ELディスプレイの発光素子材料を開発・販売するベンチャーであり、
これまで有機ELディスプレイの弱点とされてきた「高コスト・低寿命・電力消費効率の悪さ」
を改善する世界初の技術を保有しています。有機ELは、液晶に比べて薄型で曲げられる
などの特徴があり、次世代型ディスプレイとして注目が集まっています。Kyuluxの技術と
当社の化学分野における長年のノウハウ、ディスプレイ業界での幅広いネットワークを
生かして、グローバルな事業展開を目指します。

世界初の技術を持つベンチャーKyuluxに5億円出資TOPICS
3

　当社は、東洋紡株式会社との合弁により「薄い」、「軽い」、「割れない」、「曲がる」などの
特性を持ったフレキシブルディスプレーを実現可能な高耐熱性ポリイミドフィルム

「ゼノマックス®」の生産・販売会社「ゼノマックスジャパン株式会社」を福井県に設立しま
した。「ゼノマックス®」の特性を生かし、フレキシブルな有機ELディスプレイや各種セン
サー、さらにはマイクロLEDといった次世代ディスプレイ用途での展開を図り、早期に
100億円規模の事業の構築を目指します。

高耐熱性ポリイミドフィルム「ゼノマックス®」の
生産・販売会社を設立

TOPICS
1

ゼノマックスジャパン㈱の設立報告
（左から）福井県 西川知事、東洋紡㈱ 楢原社長、

当社 朝倉

　当社は、深圳市科達利實業股份有限公司（以下「KDL」）、株式会社アテックス（以下
「アテックス」）、およびNAGASEグループの広州長瀬貿易有限公司と、中国恵州に電気
自動車等の新エネルギー車向け精密金属インサート成形部品の製造会社（以下「合弁会社」）
を設立しました。
　アテックスは、当社の資本業務提携先であり、国内で精密金属インサート成形部品に
おいて豊富な実績があります。また、KDLは、グローバルな大手バッテリーメーカーを
主要顧客とする中国最大手のリチウムイオンバッテリー部材メーカーで、特にEV用バッテ
リーのケースではトップクラスのシェアを誇ります。
　合弁会社は、今後中国で急成長が見込まれる新エネルギー車（電気自動車、プラグ
インハイブリッドカー、燃料電池車）の電気駆動系部品向けに、高品質な成形部品を現地
生産により供給し、拡大する新エネルギー車への採用展開を目指します。

中国に新エネルギー車向け
精密金属インサート成形部品製造会社を設立

TOPICS
2

設立契約調印式　
（左から）広州長瀬 山口、KDL 励董事長、
当社 朝倉、㈱アテックス 浅野代表取締役
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会 社 情 報 ／ 株 式 情 報（2018年3月31日現在）

会社概要

商 　 　 号 長瀬産業株式会社　NAGASE & CO., LTD.

創 　 　 業 1832年（天保3年）6月18日

設 　 　 立 1917年（大正6年）12月9日

資 本 金 9,699百万円

従 業 員 861名（連結6,312名）

主 要 な 事 業 所 大阪本社、東京本社、名古屋支店、
ナガセR&Dセンター（兵庫県神戸市）、
ナガセアプリケーションワークショップ（兵庫県
尼崎市）、堺営業所（大阪府堺市）

発行済株式の総数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 127,408,285株

株主数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11,357名

取締役・監査役（2018年6月22日現在）

自己株式（1.72%）

外国法人等（30.44%）

その他法人（13.77%）
個人その他 （17.32%）

証券会社（0.79%）

所有者別
状況

金融機関 （35.96%）

大株主の状況

株主名
当社への
出資状況

持株数
千株

持株比率
％

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 6,936 5.44 

三井住友信託銀行株式会社 5,776 4.53 

NORTHERN TRUST CO. (AVFC) RE SILCHESTER INTERNATIONAL 
INVESTORS INTERNATIONAL VALUE EQUITY TRUST 5,772 4.53 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口) 4,932 3.87 

株式会社三井住友銀行 4,377 3.44 

日本生命保険相互会社 3,589 2.82 

長瀬　令子 3,549 2.79 

NORTHERN TRUST CO. (AVFC) RE U.S. TAX 
EXEMPTED PENSION FUNDS 3,264 2.56 

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口９） 2,970 2.33 

株式会社長瀬舜造 2,688 2.11 

株式の状況

所有者別株式分布状況

代 表 取 締 役 会 長 長 瀬 　 　 洋

取 締 役 副 会 長 長 瀬 　 玲 二

代 表 取 締 役 社 長 朝 倉 　 研 二

代 表 取 締 役 名 波 　 瑞 郎

取 締 役 森 下 　 　 治

取 締 役 若 林 　 市 廊

取 締 役 山 内 　 孝 典

取 締 役 池 本 　 眞 也

社 外 取 締 役 西 　 　 秀 訓

社 外 取 締 役 家 守 　 伸 正

監 査 役 松 木 　 健 一

社外監査役 ( 常勤 ) 白 藤 　 信 之

監 査 役 古 川 　 方 理

社 外 監 査 役 松 井 　 　 巖
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見やすいユニバーサル
デザインフォントを
採用しています。

環境に配慮した
「ベジタブルインキ」を
使用しています。

本冊子掲載情報の詳細については当社ウェブサイトをご参照ください

https://www.nagase.co.jp/ 長瀬産業 検索

株主メモ

○	株式に関する住所変更等のお届出およびご照会について
　証券会社に口座を開設されている株主様は、住所変更等のお届出および
ご照会は、口座のある証券会社宛にお願いいたします。証券会社に口座を
開設されていない株主様は、上記の電話照会先にご連絡ください。

○ 特別口座について
　株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用されていな
かった株主様には、株主名簿管理人である上記の三井住友信託銀行株式会
社に口座（特別口座といいます。）を開設いたしました。特別口座についてのご
照会および住所変更等のお届出は、上記の電話照会先にお願いいたします。

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月開催
基 準 日 定時株主総会　毎年3月31日

期末配当金　　毎年3月31日
中間配当金　　毎年9月30日
そのほか必要があるときは、あらかじめ公告し
て定めた日

株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

株 主 名 簿 管 理 人
事 務 取 扱 場 所

東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

　　（郵便物送付先）

（電話照会先）

〒168-0063  東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

 0120-782-031
ホームページ URL http://www.smtb.jp/personal/agency/index.html
公 告 方 法 電子公告の方法により行います。ただし、電

子公告によることができない事故その他やむ
を得ない事由が生じた場合は、日本経済新聞
に掲載して行います。

公 告 掲 載 U R L https://www.nagase.co.jp/
単 元 株 式 数 100株
株主に対する特典 毎年3月31日現在の株主名簿に記録された

１単元以上保有の株主を対象に、保有期間
に応じて、グループ会社の製品もしくはカタ
ログギフトを贈呈。

上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所  市場第一部

株価／出来高の推移（2017年4月1日〜2018年3月31日）
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株価（終値ベース）

株価の推移

◦	常に顧客指向であれ
◦	常に独創的な挑戦者であれ
◦	常にグループ力の活用を考えよ
◦	常にグローバルに考えローカルに行動せよ
◦	常にシステマティックに考えスピーディーに行

動せよ

社員の一人ひとりが、日々の活動で「見つけ、 育
み、 拡げる」を体現することにより、「人々が快適
に暮らせる安心 ・ 安全で温もりある社会」の実現
に貢献する。

社会の構成員たることを自覚し、誠実に正道を
歩む活動により、社会が求める製品とサービス
を提供し、会社の発展を通じて、社員の福祉の
向上と社会への貢献に努める。

（千株）
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株式売買高の推移
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